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野草,農 場副産物等による埋草製造についで

須 藤 浩

On making silage of wild plants and 

      waste farm products 

 Hiroshi Sutoh

1.緒 言

家畜飼養L野 草,農 場廃棄副産物,厨 芥等を利用することは経営上極 めて大切なことで'

あるが,これら をその時 々に給与 して省余 りある時乃至緑駕缺乏 の時期に備 えるため之 を

乾燥するか,エ ンシレージにして貯藏利用することは重要なことである.著 者はこの観点

よリエンシレージ製造の基礎的研究の一部として実験を施行したので報告したい.

H・実験 材 料 及 び方法 .

野草 は旧本校敷地内並びに現学部敷地内に自生した もの,農 場副産物は著者の家庭菜園

で産 したもの,厨 芥は旧寄宿舎炊事で産 した ものである.之 等の材料は多 く前報1)で 述べ

たと同様の方法で製造したが更 に観察を便 にするためガラス四筒(径23cm,深58cπ1)

を用いた場合 もある.圧 搾による漏汁は多くの場合之を廃棄 した.

皿.実 験 結 果 第 一

主として1943年 に行つた ものでその経過並びにエンシレ・一ジに対する家畜の嗜好性は

第1表 の通 りであつた.

第1表.埋 藏 経 過 並 に 家 畜 の 嗜 好 性.

*埋 草 の生 死学 的研 究,第6報(Biochemicalstudiesonsilage.PartVI).
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厨芥 として廃棄される量は夫 々の食品に対 し大根皮15,胡 瓜皮17,茄子 皮20%(菩 と

も)で ある.

第2表.各 種 エ ソ シ レ ー ジ 酸 含 量.

以上各種エンシレージの比較は相互的に埋藏條件を必す しも一定 に保ち得なかつた事情

もあつたので決定的な論を下し得ないカミ,玉 蜀黍茎葉,甘 藍残葉,里 芋葉,茄子 剥皮,す

讐めのえんどう,は こべ,(甘 藷蔓,れ んげそう)等 によつて品質良好なものが得 られた.
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清化率等については尚研究を要する.

IV.実 験 結 果 第 二

その後次の諸表に示す材料につい て実験を施行 した.(1950～1951)即 ち酸定量の結 果

は第4表,材 料及びエンシレージ分析の結果は第5表 の通 りで,各 栄養素の牧量等 をも計

算 し埋藏中の成分の変化の考察の資に供 した.

第3表.エ ソ シ レ ー ジ 製 造 の 経 過 ■一

第4表.エ ン シレー ジ の 酸 含 量.

第5表.埋 藏 材 料 及 び エ ソ シ レ ー ジ成 分.
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漏汁は里芋の茎の場合数 目で大部分を生 じ,之 は乾OP3・29,有 機物3。10,無 機物0.19

%,窒 素23mg%を 含んでいた.一 般に醗酵 申の損失の最 も多いのは糖質で 品質不良

の場合は蛋白質の損失 も相当あ り,遊 離アムモニヤ態窒素の含量を増す.エ ーテル浸出物

は一般に増加する.純 蛋白質の収得 率は常に粗蛋白質の収得牽 よりも小であるので,蛋 白

態窒素がアマイ ド態に変化することは第3,5表 によつて も知られる.

〔溝化試験〕 上記甘藍残葉エシシレージを3頭 のモルモッ ト(平均 体重5179)を 以て

浩化試験 を施行した.1日一 頭当 り100～2009給 与.

この結果は本エンシレージが良好な飼料であるこ とを示すものである.'
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第6表.甘 藍 残 葉 エ ソ シ レ ー ジ 潰 化 率.

可 滑 化養 分総量10.O(同 上 風 乾換 算71.4);澱 粉 価9.6・

V.摘 要

(1)野 草,農 場 廃棄副産物(茎 葉類)厨 芥等 を原料 としてエ ンシ レー ジを製造 し,そ

の成分,酸 含量 を知 る と同時 に埋藏間 の変化 を考察 し,家 畜 に対 する嗜好牲,品 質,・浩 化

率等 を研究 し,製 造並 びに利用上の基礎 に資 した.、 、

(2)玉 蜀 黍茎葉,里 芋葉,里 芋茎,甘 藍残葉,茄 子剥皮,碗 豆 黄(緑),すN"め の え

ん どう,は ～ニベ,蚕 豆 茎葉,よ もぎ,大 根茎葉,甘 藷蔓 等 によつ て伺れ も満足 なエ ンシレ

ージが得 られた .多 くの エ ンシ レージは家畜に嗜食 された.

,(3)モ ル モ ッ トに よる甘 藍残 葉 エ ンシv一 ジの浩 化率は良 好で澱 粉価9・6と 推定 され'

た.そ の他 につい ては尚 研究 を要 す る.

附記.本 研究の一部の費用は文部省科学研究費によつた.研 究上御励 しの辞を賜わつた元大名誉教

授奥田巖先生,九 大教授岩田久敬先生に感謝の意をあらわす.

文献(1)須 藤 浩:農fヒ,23,369,499(1950);24,171(1951).

(鹿児島大学教育学部)

 Résumé 

   The author has made an experiment on making silage of wild plants , 
waste farm products and rubbish of the kitchen for the purpose of estimating 

their value as the material of silage, of finding the direction for ensiling them , 
and also of estimating the nutritive value of the silage made. 

Satisfactory silage was prepared from corn plants, taro leaves, taro stems, 
unused leaves of cabbage, the rind of egg plants, green pods of pea, hairy 
vetches, chickweeds, stems and leaves of horse bean, mugworts, stems and 
leaves of radish, and sweet potato vines. 

These silages have generally been found to be favourite feeds with live-
stocks. 
   Digestion experiments of the silage of unused leaves of cabbage on guinea 
pigs have resulted in satisfactory coefficients of digestibility. 

When the material containing a large quantity of moisture is used, close 
attention should be paid to the preparation of silage.


